















































li-I'I!航洋， 野々村高志， 水里子将苦(.l-j，J二3年)， 
大浮永賞，近藤哲也，汐月祐太郎，千葉裕介，
三木刻太(.l-JJ二2年)，佐藤史ì~~ ，京111)11 諒太郎(JZ， 
j二11i三)。
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12 : 30 l}出器式
奈良より本野球教室の趣旨を説明した。
12 : 45 ウォーミングアップ
13 : 15 キャッチボール
13 : 30 ボール回し
13 : 40 ペッパー




14 : 45 休憩
15 : 00 打撃練習
一 70-
ポジション'jJIの守備練習
15 : 45 フィジカルトレーニング
{本 il!'t~トレーニングおよびベースランニング
リレーを行った。
16 : 30 ~ 1日目終了
1 )=j25 Iヨ(日) (於:UJ-Iご中学校)
9 : 00 栄養講義
J I1Jft講師より栄養講義が行われた。保護者
も10名程変参加した。
10 : 15 ウォーミングアッフ。
10 : 45 キャッチボール， カットドリル
11 : 00 ボール回し
11 : 15 シートノック
2日間の総まとめとしてシートノックを
行った。
11 : 45 打撃練習
学生が生徒に対しマンツーマンで打撃指導
をおこなった。
12 : 30 フィジカルトレーニング
13 : 00 野球教室終了




15 : 45 I~日母式
奈良より受講生に修了誌が渡された。最後
に全員で、記念撮影を行った。
で記念撮影
8. 受講者の声
f大学生のスピード感あふれるプレーが印象
に残っているJ(1=1学生)， Iトレーニングをす
るだけではなく，適切なタイミングで質の長い
食事をする必要があることを学んだJ(中学生)， 
f大学生が生徒たちの心をつかみ，上手に指導
してくれた。特にマンツーマンで技術指導をし
てもらえたことがありがたかった。J(顧問教
諭)， I次回は亘理郡全体で開催してほしいJな
どのコメントをいただいた。
9. 総括
今回の野球教室では 2日間にわたって様々な
活動を行い，多くのことを学んでもらえたと推
察する。特に，大学生が真実IJに野球と向き合う
姿から参考にしてもらえることがあったのでは
ないだろうか。
終始和やかな雰囲気で、活動することができた
ため，学習効果も高かった。 開講式の際に，中
学生と大学生が抱き合いながら7]iJれを惜しむ姿
が大変印象的であり，本講座の成功を表してい
るようだった。
今後も活動範囲を広げて，質の高い野球教室
を実施できるよう，野球に関する研究を深める
とともに，指導員の育成を図りたい。
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